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[はじめに] 近年、汎用樹脂ブロックを用いた光学

実験システム構築が提案されており、教育現場で

の実験教材としての活用が検討されている[1]。

我々は、これまでに同種ブロック部材（LEGO ブ

ロック及び NXT）で構成した光学実験システムを

提案し、その一例として回折格子の回転角を制御

することで簡易な分光器を製作し、その動作の再

現性等を検証した[2]。分光器において、回折格子

の法線方向に対する光の入射角及び回折角を精

度よく求めることは、得られるスペクトル波長の

不確かさの低減につながる。今回、入射角を精度

よく決定するための装置改善を行い、本システム

の波長測定精度を評価した。 

[実験] 回折格子のマウント部を含め、主要部を

LEGO ブロックで構成した簡易分光器の概略を

Fig.1 に示す。既知波長の 3 つのレーザー光源

（赤：650.74nm、緑：532.10nm、青：403.35nm）

を同軸上に重ねて回折格子に入射させ、波長測定

を行う。また、回折格子の法線方向へ出射する別

の LD 光源をマウントに設置し、その光スポット

位置から被測定光の入射角αを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Experimental Setup 

回折光を検出する光検出器（PD）の位置は固定さ

れており、入射光と回折光のなす角をβとすると、

被測定光波長λは次式で求められる。 

λ=d (sinα+ sin(α+β))   (1) 

ここで、dは回折格子の溝間隔である。 

 [結果・考察]  

回折格子を回転させて入射角αを変化させたと

きの 1次回折光強度を Fig. 2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 Experimental results. 

鋭い 3つのスペクトルピークが観測された。それ

ぞれのピーク波長と、3 つの入射レーザー光波長

の関係を Table 1 に示す。本システムの測定結果

は、市販光波長計（Highfiness 社, WS6）で測定し

た値と非常によく一致し、その差は±4nm以内に

収まった。 

Table 1.  Wavelength of spectral peaks 
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